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圏巻頭言□

出社速にを関て蔵を方倹焦　決無い年いがな現むり
す会なよ出係今・進の　度とが事る間ろ抑い在ねに六

論縫藷巽騒購雛題欝艶吾藤崖国
合度社がにを目厚後担年る　る　誌てか　国上程れの
覧雷壽薯髪捨駐費蟹窪論孟賛毒鷺馨包騒套と
地構突わとな　の以用降的のとΩ行的い交議の間と保

　冥　い国欧責れますとい待行大進（の関て祉う方送基と改保
　　と　の・任てたのはわし’な部国とあ係いの視をり本運革険祉
　今も国制北をい年か中れたわ分にくり（るあ点めさ的用がと会
　年あ情度欧分る金（央るQ燕をおに友府とるにぐれにに実給保
　一れにの方担英の憲政公　　撫け在　県いべたるて踏つ施付障
　年社合あ式し国補法府的社国つる宅公とえき益行き襲いさ）制
雛蝕鄭疑る綴議不雛鵡護こ護忌融鵠

　一祉たにをる　し条な制障方る行の営村　　れ事るい　又福大
　杯制制つ比米保て参の選のの地政重方のこ制ま情よる昭は祉別
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表1　昭和60年度生活保護基準の改定（1級地）

第　　‘o　次

（59年4m日）

第　　‘1　次

（60年4月田）
摘　　要

第　嘆o　次

（59年4用珊

第　　41　次

160年胡Hb
摘　　　要

1、生活保護基準 第41次1標準4入想帯 1－2人世帯 13鵬円以内　21脚一「以内 1371博 11以拘　21，鋤111以内

〔基準生后費〕 基淋割1） 3　－　4　人 25謝　陶　胡“1厚 25蹴1『　醤黙1『

ω居宅〔1頬＋2類1 1級地157，396円 5人 32脚　配　51皿1厚 33翫1厚　52脚　匿

・概準4人iFI帯 月152，950円 月L57，396円 2級地L邨，234円 1人増すごとに 4、剛　ワ　　F圃　ワ 5剛　り　　r脚　阿

12闘末一時扶助費 3級地L29，055円 ・岐服呼常謝 8、400円以内 8，400円以内

。屠　　　　　宅 n，270Fr lL、520μ ・新生児の寝具等 34、ooO　Fr M，000　「「

・収　　　　　　容 4．賦qFF 4，L凹，r ・人院時の寝巻 3、蝋民聖　FF 3、〔犯o　げ

〔収容保纏担胸 ・常時失禁懲者等おむつ

ほ1救　繊　施　設

12隈　生　施　股

月　尋9，300－F

月　52，230一一

月　50，730－F

月　53，740－F

｛霜1おむつ

紙おむつ

12，㈱円以内

18，QDO　－F

L2、臥』円以内

18、しKID　－r

〔加　鎮等〕 ・家　貝　‘F　器

m妊　崖　婦　加　算 般　基　岬 23、0Ω0　” 23，鰍〕　”

・妊娠6ヶ月未満 月　7，570〃 月　7，700〃 特　別　居　嘩 38，000　” 3昼，吼脚　”

・旺娠6ヶ月以上 月　11、400〃 月　11，62⑳ lu広　学　？｝　備　金

・産　　　　　　婦 円　7，020μ 阿　7，150〃 ・小　　　学　　　校 3L、200　「［ 31、7Po　”

〔21老　齢　加　算 ・中　　学　　　校 36、200　『『 B6，700　「F

。70　畿　以　」 1居　　　宅） （居　　　宅1 2　教育扶助基r巨・

月　［4，80伊 月　15，100〃 9小　　　穿　　　校 月　1660円 月　1、b90円 ◎義騨轍のほか，7校

（入院・入所1 1入院・入所） 給食費，通』〆のため

月　14，60伽 月　14，60伊 の父汕促．クラプぞ1「

・63歳以．レ70歳未満の 〔居　　宅1 1居　　　宅） 動に要する朋黙1蒔

病弱者 月　ll，10助 月　ll，30伽 については実一1技給

1入院・入所｝ 〔入院・入所1 ・中　　学　　校 月　3，2Borr 月　334〔，一一 ③ア級費等については

月　職oo卿 月　11，DD助 特別牌 によ l』小

③母　子　llrI　算 〔居　　宅1 帽　　　宅1 「1－13α〕FII叫F「≧雁4咽1

月　19，20助 月　19，60⑳ lII以内の額を一刮爆

伝院・入所1 （入院・入所1 準に1唇齢して婦合

月　19．OOOrr 月　19，DO餌 ・災害 店の学用品費の ◎蜘γ奨励法による再

・児童が2人の場合に 据　　　宅） 嘱　　　宅1 II岐給 鮮謝1と同額

加える額 月　1，駆Orr 月　1，570rp 小　　学　　校 8、600円以内 8、70し刺以内

く人院・入所1 砥院・入所1 中　　学　　校 1τ騨O　Fr L7駅毘　rr

月　L，52Drr 月　1，520rr 3　住宅扶助基【臥
・児童が3人以上1入を （居　　　宅） 偲　　　宅1 1【1家負　・間代等 月　9、α〕O　Fr ll　Lレ1【ド10　Fr

増すごとに加える額 月　　770” 月　　780FF 〔～腔　宅　翻　持　費

〔入院・入所1 1入院・入所） ■一　般　基　準 85、鰍レ　F一 85、｛XIU　Fr

月　　76髄 月　760　－F ・特　別　基　準 H5，000　－F U5咀10　FF

14障害者llrI算 4　医療”、助費 一　』 ◎1班轍康保険及び老

・障害等級に・2級1 （居　　宅1 〔居　　宅） 人保漣の診斑ゐ釧股

月　22F脚” 月　22，700－F ひ診療報酬の1列1によ

（入院・入所1 ‘入院・入所1 る，

月　21，9D伽 月　2L，脚一F 5　出産拝、助基準

・障毛1多等級〔3柳 1居　　宅｝ 〔居　　宅1 般　基　準
月　M，8D伽 月　E5，Loo一一 施　設　分　娩 9【1，0DO　一一 90一〔xレ〔，　一一

〔入院・入所｝ 〔入院・入所1 居　宅　分　疑 95、ODl〕　” 950〔IO　一一

月　14，60助 月　M，60伽 ・特　別　基　串 LOO，000　一一 10u1UDじ　一一

・祇度騨辮象族介護 月　6，650〃 月　6，55卿 ・衛生　材料　費 3，000　－1 3，こ脚　一一

料 6　生契扶助居寧

・介　罎　加　算 月　10，550〃 月　m，80卿 姻　　　匙　　費 30，000　『r 3010110　一一

・重度障轡者他入介穫 月　35，800円以内 月　36，500円以内 12肢能修　得　費 30、000　r［ 3011脚　η

料 13戯　職　支　度　費 20，000　『r 2e，eOO　”

（51在宅患者加1算 1］10，980円 月　11，1go円 7　葬察扶助基準
（6倣射糠障害者加算 ・大　　　　　　人 lD5、000　Fr U3、【用0　μ

・負傷又は疾病の状態 月　32，500rr 月　33，1DO77 ・小　　　　　　　入 8嘆、QOO　F「 9D．400　「『

にある者 。死体運搬料 12，200円 亘2，200円

・負傷又は疾病の斌態 月　1も1z5“堅堅 丹　1G，5sqrr E　勤労控除等 ◎稼働巳鋤呪旧以1
に該当しなくなった lu業稀別基礎控除 で一定甜1以上の収入

者 ω　　の　職　種 月　17，590円以内 月　17，且80円以内 を得ている場創よ，

17膨子養育加算 月　7POOO” 月　7，00佛 働　　の　職　種 月　23，43DFF 月　23，950　Fr 収入に応じて控除額

181人工栄養　費 月　9，B50” 月　臥04助 131　の　職　杓I 月　29，49D　－F 月　30、民40　FF を増額

191入院患者日周品費 月　19，070円以内 月　L9，490円以内 12階　別　控　除 L20，QDD　一一 月122、5DD　”

冊一時扶助　費 13噺規就労控除 月　7，500　一一 月　7，鵬　一一

・布団礪　謹 18、嘘00　FF

luoO　FF

凪400　Fr

H400　－F

ゆ未成年者控除
151不安定就労控除

月　10，1DO一一

尺　4，000　一一

月　10，m　－F

阿　4、ooo　一一

・災害時被服費 （夏馴　1冬剰 〔夏剰　1冬剰 幡茨　費　控　除 突　費 実　費 ◎社会保険料、組合費、

14－9月区10～3励 （4～9月区！0－3月） 17験診命令の文齊科 3，000円以内 3，000円以内 通勤費等
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嬢基都が準　　　と万て「嫉上準　こ〇九場の帯様　　　続か会改応
　準道一は住（…）と六嫉　　昇備なと円O含支に　教⇔ きる福定す
六が府般据宅　　し　　七三分金苑とか円　出お学育　　　加祉をる
十適塁基え扶住粍七三〇万をに　しら巣月額け用扶教据算施図消
年用　準置助宅　 0万○一考つ生粍尋　額のる品助育えに設る費
　　　　　　　　　〇六円’慮い活　　中一実児費基　　置つにと者麿さ級をか基扶
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るらつ三い物入
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三学’態童等準
四校六を・のに
Oの六考生物つ
円場○慮徒価い
に倉円しの上て
引　かて学異嫡
きミら小校
上　一学教一従
げ二’校膏般来
る八六の費世同

扶
助
基
準

くい入と物
こて院も価
とは・に上
と’入’昇
し昨所医率
な年す療に
　度る機見
　に者関合
　引にやつ
　きか社た

の控　及控要長欲応てる　　　と万地餌態ら　　　合準今家従　引準
職除六び除のすをすの飲勤㈲と黒で　に葬葬⑭とを回借来なきの
種を十実　性る促る体食労　　し　十六対祭祭　　同廃窮間第苑上限

　員業喬成控ての者の稼つ　　　き内　さる1嘆準　 家づて一つ　を
五種年除お自の経働て　 上か一れ費　　借いい般い勘
九内別　者　q立勤費者増　　　げら・て用従　　　間てた民て　案
O職基　控特　を労にと加　　　る十二きの来　　　のみカミ営14　し
円等礎　除別需助意対しす　　　こ一級た実か　　　場基、借　　て

表2昭和60年度における生活保護法による保障額の具体的事例

（月額・陶

標準4人世帯 母子3人世帯 老人2人世帯 老人単身世帯

35歳男（日励

30歳女
9歳男（・1・学生）

4歳女

30歳女
9歳男（小学生）

4歳女

72歳　男

67歳女
70歳　男

1級地 2級地 3級地 1級地 2級地 3級地 1級地 2級地 3級地 1級地 2級地 3級地

生活扶助基準

老齢加算

母子加算

教育扶助基準

住宅扶助基準

基礎控除

合　　　計

157，搬

　1，690

　9，000

23，950

、葦勉9鐙

王43，234

皿
㎜
　
1，690

9，000

23，950

177，874

129，065

　1，690

5，000

22，510

158，265

121，607

－
2
1
，

170

　1，690

9，000

一
1
5
3
，

467

1生0，669

21，170

　1，690

9，000

』
1
4
2
，

529

99，722

－
2
1
，

170

　1，680

5，000

『
1
27，582

94，881

15，100

㎝
9
，

000

』
1
1
8
，

981

86，358

15，100

一
一
9
，

000

　
王
1
0
，

458

77，802

15，100

皿
5
，

000

－
9
7
，

902

60，995

15，100

一
』
9
，

000

一
8
5
，

095

55，508

15，100

『
　
9
，

000

－
7
9
，

608

50，020

15，100

一
一
5
，

0GO

　
7
0
，

120
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ξを当中働な六を労で年人労常でに世ま況で費ら業金費つる　較
2こな央いつ％比者六当当働即あな帯些を　者れ計一支て《四し
　の水社ててか較置二時り者　るつの　みこ物て）全出お　十て

　付一会わ縮度十被荏％比・と一爪のの倍し倍なをス）労で05
　けとがか小で五保　か較内東般し格生とてを資上業の者はとの
　る評r喬方六年護全らす職京勤た差活な実示　回を五世八すと
　こ価お　尊不度勤国五る世都労もが水る質しこる除・帯・るお
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表3生活扶助基準改定率等の推移

生活扶助基準
（標準4入世帯）

全国勤労者世帯

家計消費支出
　（1入当の

　賃　　　　　金

（全国・調査産業計）

消費者物価
（全国・総合）

改定率 指　数 伸び率 指　数 伸び率 指　数 伸ぴ率 指　数

40年度 ％ 100．0 ％ 100．0 ％ 100．0 一％ 100．0

4！ 13．5 113．5 1Q．8 110．8 11．4 114．4 4．7 104．6

42
13．5 128．8 10．1

1221 12．2
1250 4．2 1Q91

43
13．0

1456 14．工 139．3 13．7 142．1 49 114．3

44
13．0 164．5 12．9 157．2 16．0 164．8 6．4 121．6

45
14．Q 187．5 王35 178．4 17．3 193．3 7．3 130．4

46 14．0 213．8 10．／ 196．4 14．3 220．9 5．7 137．7

47 140 2437 11．2 218．5 16．3 256．9 5．2 145．O

48
14．O 277．2 18．2 258．2 22．2 313．9

161 168．4

49
20．O 333．3 23．8

3195 28．1
4Q21 21．8

2Q52

50
23．5

4117
14．5 365．8 11．8 449．5 10．4 226．4

51
12．5 463．2 9．2 399．5 11．7 502．1 9．4 247．7

52
12．8 522．5 8．2 432．3 83 543．8 6．7 264．4

53
11．0 580．0 4．b 5424 5．7 5748 3．4 273．3

54 8．3 628．1 7．2 485．1 6．5 612．2 4．8 286．3

55
8．6 628．1 6．6 517．0 6．3 650．8 7．8 308．8

56
8．7 7415 6．3 5493 5．3 685．3 4．0 321．3

57 6．2 787．4 5．2 577．8 4．5 716．1 2．4 328．9

58 3．7 816．6 27 5936 3．5 741．2 1．9 335．3
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の　なこいてい定の一定住荏てお施　のな生関
相’どの水担ため保友さ地　保最策さを咬活係
当預のた準税フら有　れ域世護低をら最　保に
の金パめをカロれ状所ての帯を生優に低資護つ

等ε妻　　なえ除上産　　設居まめな他㎏も異　　の　表4　被保謹世帯の一般世帯に対

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　li

は準合借と付世る育て向の　で目最　全　れる
適的に家さが帯ものもき合生な的低し国まてこ
切なの借れ行にの児　も計活い及限た一共いと
でもみ間てわ対で童教あ額扶とびとが律　るな
なの給でいれしあが育ると助考仕比つ、⇒年。く
いと付家喬ててるい扶越課’え組較笈垂齢　 上

する消費水準格差

一般勤労者世惜を100％と
した謬｝合の被｛呆1漫［闘二君予の格差

　全　国　　痕京都
1岐保通勤労者世嶺）　1破保護労働者世帯1

　－　　　 502％
　一一』　　　　　　　51，7

　　　　　52．0

546

55、7

55、7

577

57，2

55．8

56D

60，9

61．7

620

63、6

653

66、7

66、4

52、7

529

513

532

522

56、0

564

57、9

57、1

585

58．8

58．9

59．1

59，4

612

62．3

表5課税最低限と生活扶助基準の比較（夫婦子2人）

課　税 最　低　限 生活保護基準（注2） 参 考

所得税
　A

住民税
（注1）B

生活扶助

　C

（参考）生活扶
助＋住宅扶助＋
教育扶助＋期未
一時扶助

C／A C／B DIA
D／B

円 円 円 円 ％ ％ ％ ％
50

1，830，000 1，309，0QO 874，380 975，740 47．8 66．8 53．3 74．5

51
1，830，000 1，418，000 989，22〔） 1，094，330 54．1 69．8 59．8 77．2

52
2，015，000 1，418，000 1，113，190 1，254，Q50 55．2

785
62．2 88．4

53
2，015，000 1，490，000 1，237，120 1，392，770 61．4 83．0 69．1 93．5

54
2，015，000 1，584，000 1，346，030 1，505，120 66．8 85．0 74．7 95．O

55
2，015，000 1，584，000 1，46Q，560 1，623，060 72．5 （83．1） 80．5 （92．4）

（1，757，00Q）

56
2，015，000 1，584，000 1，586，660 1，753，430 78．7 （84．2） 87．0 （93．O）

（1，885，GGG）

57
2，015，000 1，584，000 1，694，520 1，864，510 841 （89．9） 92．5 （98、9）

（1，885，000〉

58
2，095，000 1，888，000 1，767，360 1，938，920 85．2 （88．4） 93．4 （96．9）

（2，000，000〉

59
2，357，000 1，912，000 1．822β30 1，995，240 77．3 （90．2） 84．7 （98．7〉

（2，021，000）

60
2．357000

1875200 2，049，470 99．6
皿

87．0

（注1）他との比較のため1年繰り上げている。（）内は非課税限度額である。
〔注2）1級地、標準4人世帯の暦年額である、（米価補正を含み、臨時措置一時金は除く。）
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のをのりも　く明説帯　　　の等　　とわに
で行で擬の世解文明に撹一て　に特な改な狼’第
はうあ制を帯説化し対帯　　つに韻正つ　保41

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鑛

帯も見を　れがさ性な分　施が討帯生出
に　直十そる円れ等る離し要あを分活身従
世分し分こと滑ての場をか領喬少離の世つ
帯離及に璽こにい要含解阪の　なの状帯冥
分をび行　ろ行な件　除　改（く継況の
離行解う今でわいが世し世正本と続等構世
のっ除と回あれし出帯保帯一誌ものの嘆帯
趣にをと　盗なと身全護分を昭年妥調　分
旨際円も世　いか世体の離参和に当査収離
等し滑に帯　等ら帯と廃見照55一性確入後

るさ

1灘
　い

1灘

毒獅辮製灘讐幕辮縛籍撰

棊支（5）答（2）第給（1）　　　こ能しに依めが要慮域つ帯もを
準給　を　6で　 額モとなてよ然ら必保すのいにの行
に基災整学のき布改　 がかはりとれ要護る生て転でう
準準害理童2る団定被必ぎこ保しるで性こ活昼入あこ
じ限時し服の場類　 服要りの護て場あもと実　しると
て度にたの（5）合及　 費と扶こを存合灸要は態転た 嫉

た救団④い及し平理履になとも世判と等自の直旨
こ助類第てぴた常　 及　 行説つか扶帯断世を立世系を
く法　4の㈲こ着　 び　 を明た桑養分す帯十計帯血逸
　に被の課）と）　 金　 求しく者　義離る全分画分族脱
（よ服61長　パの　　　　め　に分務がこ体に　離のす
⑳るの）問　㊥支　　　　る可対離は認との考地に世る
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　〈確　
＿ る課の来のが童　上越来ら自場び基・しと順費に　〈第

前解に家二 こ長取た50あ服ま明　よな然合罹盤退くか次のつ布解6
記説し具　　と問扱と及るの莚確今りい消に災と所は祭更範い団説の
二〉た什家と答いこびと支　に回指も耗限しすし長　新囲て類V2の こ器具しををろ同認給学し導の箸りたるた期新し内1ミ　の

服　6き整　 とと今扱と　転資ととににも止てて所始も者常日
ののる理　しに回いか特校をこつはのむい最のすのが的常
場　2場　　　て伴　をら別に　実ろい対でをる低像るで計最の
　　の合　　　整妓平示㊥の伴　施でて象あ得場生　場あ画低諸
と　（6）を　　　理　常し第需う　要あはと役な合活退合る的生経
同　）明　　　す両着て4要学　領る従な　い及の院若こに活費

㊨ら的すい（1〉〈通和る（2）第る助（1）　　　げを円校就額
別れにるて　解知60場　5場費　　 耳た一巣の学に災円
表る低も嬉第説）年合公の合の第る　　こ七　場奨つ害
第額額の　二V　5の営2と認二住第く　中合励い時教
5でででそ種　　月取住）同定種宅ユ　 五学八補て等育

に等”所等　　第し賃　こ営等取住のそ一円に省費改
よの⑤②得の　yたを　く借に扱宅5れ七を準がの善
り理公家者家　　号こ滞　　家係い等のぞ　八じ行再
　由的賃を賃　　保ζ納　（借る　　に（6）れ三　てつ支
家かにも対等　 護　し㊨間住　係）引Q七　て給賃ら定一象に　　課（て　別に宅　　　　き○○小い基
等’め般とつ　　長昭い　表係扶　　　　上円O学る準

と前支嫌
と各給の
し号を考
たに明え
　準確方
　ず化に
　るす基
　場るづ
　含とき
　一と’
　をも懐
　削に護
　除r開
　すそ始
　るの時
　こ他の

当減合ける現で自頼いに　を民第　い護対地長和に被ゑとの宅　きの
該免にる被蕉あ治して係公行営二従例置し方通44つ保　のものした実
家借嫉家保　る体て岐る営う借種つも帯て公知年い護ま均あ家かと費
賃興　賃護第こにい　家住こ家公て見に減共）6て世莚衡倹賃しくこを

規をの法と第ににしあ者つ　けま渡者（2）支もる第に定現この保21　を『
定支で第か60充もてるといこらい　に　えつ場6おさ蕉と特護日な行
に払あ27う条当か使カミのてれれ家こ対現なて合のけれ　と別法社護っ
よわ咳条　のすか途　間嫉らる賃れし蕉い住に4るて同な基に保　て
りな　の家趣るわを生で　公とをら現　こ宅寝の認い通つ準よ第本差
保いこ指賃旨こら限活解本営こ滞住金住と扶　（1）定る知たにる12改し
護場れ導をにと國定保決来住ろ納宅給宅と助当の額世に漢つ住号正支
の合に指滞反嫉　し護さ　宅です扶付扶しの分工が帯基　い宅保にえ
停によ示納す　こて法れ住等ある助さ助罷認のに本でづ昭て扶護伴な
廃はつのする法れ支上る宅の資事費れ費　定間定年あき和一助課いい
止’て対るも第を給’ぺ管家　例をては　を当め度つ住60はの長昭こ
を法も象場の8一さ住き理賃　が費い直　行該るにて宅年廃家通和と
検第なと含で条般れ宅問者の　多消る接　 つ認額お・扶5止賃知50と
討62おなにあ及生て扶題と滞　くしが被　て定をけ当助月さ’r年し
す条家る犠るび活い助で入納　見て’保　差額超る該を51れ間生1た
るの賃も　こ法費るとは居に　受し最護　しをえ⑳日認日る代活月。
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韓難難譲灘講訂鍮置暴摩騨囎鍵

るるが暴力護応　　の（等等実と　　し・方せ委公になてる見を管住
文行明力1上　　　取なをに施は　　丸法た任営連いも対し受理宅
書為らを等の　　　扱苑整つ機別　　　を上状住携場効応た媛者入
指をか搬福義　　　い　理い関に　　　とで等宅を合果を場　か居
示厳なつ祉務　　　に㊥してか各　　　つ　を管とに的検合家ら者

能止　保こ生生受あ険　ら
力し稼護と活活qつ金傑ず保
活た働をと保を　ての険収険
用者能廃な護営法も返会入金
にか力止るとんに　還社申を
つら不しこしだ定結をか告受
い再活たと1てこめ果求らを領

耀①（ろ）勤欝籟齢②棲覆騨奮①（2）し1器霧るな鶏鰭

て申用者
努請をか
力が理ら
しあ由の
てつに再
いた保申
る場護請

もとるとめ詐しし
費と最しら欺てて
用な低てれをいい
返る生不て理なた
還こ活当い由かに
をとをにるにつも
求か超保場当たか

と少認受’　法
ら限定給収故第
えのすし入意78
れ実るたのに条
ば費こ者届勤に
足をとに出労よ
り除はつをのる
るき適い行事費
も全当てわ実用
のてで曝ずを返
で収な　不隠還
騒く鉦謬
こと必控保し額

必峻所1頻るう所硬
要　全力　ここ定
でま体！こととの再
あたとのれをと手び
る毅しみら示し続繰
こ然てにのしてにり
とと取よ対た差よ返
にしりる応こしりす
もた組こは菟支保よ
留態むと個　え護う
意度べな々　なのな
さがきくの　い停場
れ何も福ケ　も廃合
たよの祉1　の止に

条と等ない儲保他
に嫉単理も用護人
よ　な由のを者名
る法るがで間の義
指第利無あわ自の
導60便い咬ず動自
指条のに　原颪動
示のたも特則の車
の趣めか段と使便
対旨度かのし用用
象か々わ緊て嫉
とら使ら急認
なも用寅かめ所
る法す　つら有

魏鑓認被（殖難麟籍親農温羅整蕪②2蓼穫
かなに　観ぐ場と置て頻いち’し’か
らくつこ察　合認じも　こにそ頂多ら不
行再いのし生にめ難　①ζ保の　額費正
えにてさな活嬉らい生及　護よ短の用受
ば急嫉っが状　れ程存び　をう期金返給

悉1羅擁1舞購驚1論
の態か保行努分傑が等れ　こ申請費履護
でとら護う力割護切社の　と立がに行を
あな行のこの支を迫会場　はてあ消し廃
るつう開ζ状給開し通合　適のつ費な止
こた必始　況す始て念に　当みたしいし

く却保が
　下護具
　すの体
　る要的
　こ件に
1舞

　てもか
　差ので
　しとな
　支しい
　えて場
　な申合

にれては　も
留るも生まの
意の問活典で
すで題霞　あ
るこの　こる
必れあ就のこ
要らる労よく
がの場等う
あ点合能な
喬にがカケ
　つ多活1
　いい用ス
　てと面に
　も考につ
　十えおい
　分らいて
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ののを億（　はみなて　ににもたる護　の知
現ぷ占円生生1約る　い世し医のはくの　中の
状っめを活活・五ζ医喬螢て療が坦　実　でさ
をなて除保保’千　療　に被扶全帯保施　大2
考生いくb護護。七昭扶　　　　　　　　　きに
え活喬　臨費百和助

翫漏離艶ま難鑓器騒ゑ臨勉轟臨

た保
場護
含制
　度
医で
療の
扶医
助療

かき取でれ会
喚た組
　のみ主い長のい医方策害約毒
rで方とるのた丸療面漢に六等精
精あ法し医私典
神る篶て療的

署灘難
及年て護運関に
び九検行営とお
ア月討政検しい
ル同をに討てて
コ委進お委設嫉
1員めけ員置
ル会てる会さ社

表1保護の開始理由別世帯構成の年次推移

40年度

開
　
始
　
理
　
由

総　　　数

　％

100．D

68．9

51．0

17．9

　8．5

22．6

　％

100．0

80．9

63．5

12．4

　4．5

14．6

　％

100．0

75．1

674

　7．7

　6．6

18．3

　％

100．Q

70．4

64．1

　6、3

　8．0

2⊥．6

　％

100．0

73．5

67．6

　5，9

　6．9

…9、6

　％

1QO．0

73．6

68．6

　5，0

　7．2

19．2

　％

100．D

71．6

67．1

　45
　8．2

20．2

傷　　　病

　世帯主

　世帯貝

稼働収入減

そ　の　他

資料：生活保護動態調査

カミ会課っ和
　議長い六

　　　　　難1鱗選無鱗懸

　　　　　ななじ　1の　に施扶の1難

　　　　　　　　　　　　　　　のをコ　るの中
　　　　　　　　　　　　　　　関進1こ報社毒
　　　　　　　　　　　　　　　係めルの告会者
　　　　　　　　　　　　　　　機る中報が復で
　　　　　　　　　　　　　　　関に毒告行帰生
　　　　　　　　　　　　　　　と嫉のでわの活
　　　　　　　　　　　　　　　の　精1藁れ促保
　　　　　　　　　　　　　　　連保神　た進護
　　　　　　　　　　　　　　　携健障精とにを
　　　　　　　　　　　　　　　等所害神こつ受
　　　　　　　　　　　　　　　が　者分ろい給
　　　　　　　　　　　　　　　特医の裂でてし
　　　　　　　　　　　　　　　に療社病あ一て
　　　　　　　　　　　　　　　必機会や盗とい
　　　　　　　　　　　　　　　要関復ア　題る
　　　　　　　　　　　　　　　で等帰ル　す者

表2被保護人員・医療扶助人員の年次推移
実 数 指 数 医　療 （参考）

生活保護 医　療 扶　助 入　員 生活保護 医　療 挟　助 人　貝 扶助率 入院率

粟人買A 総数B 入院C 入院外D 実人貫A’ 総数ぼ 入院C戸 入院外び B／A C／B
人 人 人 入 ％ ％

40年度 1，598，821 616286 148，921 467，365 100．0 1000 100．0 三〇〇〇 38．5 24．2
45　F’ 1，344，306 701，783 191，103 510，680 84．1 113．9

1283
109．3 52．2 27．2

50　〃 1，349，230 785，084 196，932 588，153 84．4 127．4 132．2 125．8 58．2 25．1
55　戸F 1，426，984 856，245 197，418 658，827 89．3 主38，9 132．6 141．0 60．0 23．1
56　戸F 1，439，226 870レ019 197，148 672，871 90．0 141．2 132．4 144．0 6Q．5 22．7
57　F炉 1，457，383 885，051 196，451 688，599 91．2 143．6 131．9 147．3 60．7 22．2
58　〃 1468245 897　102

196580 700522 9⊥．8 145．6 132．0 149．9 61．1 21．9

資料：厚生省報告例
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表3被保護世帯・医療扶助世帯の年次推移

実 数 才旨 数

被保護世帯A 医療扶助世帯B 被保護世帯A［ 医療扶助世帯B犀 B／A
世帯 世帯 世帯 世帯

45年度 658，277 513，404 100　0 100．0 78．0
5G

707，514 573，513 107．5 111．7 8三．1

55
746，997 615，147 113．5 119　8 82．3

56
756，726 624，703 U5．0 121．7 82．6

57
770，388 638，413 117．0 124．3 82．9

58
782，265 649，718 118．8 126．6 83．1

資料：厚生省報告例

ををはあ
検ふモq
討まデ
すえルそ
べな地の
きが区連
でらを携
あ全設の
る国けあ
こ的’り
となそ方
が取こ等
提組でに
言みのつ
さ方成い
れ策果て

つましあ㎏にら安　けめと　　　　期道設各　進府進被障柔　三同て
きたてる　比ず静そたに嫉看のモ待府定都こめ県実保害　そ百報い
介は体場随較しをの場必　護強　さ県す道のての践護者福こ四告喬
助不位食時的も必要合要基料化看れにる府モい地モア社祉で十貫

の護所の　が？者　の　と付とて餌必担を受険あ　給でも受い　療唆
強のに適そ一　にこ不まのは等も　要と雇け者つこ付あのけてし保
偵実あ正こ層そ対の正共批安もつ被最ないらの冥の方るをた嫉か険こ
　態つなで求のすたな　判易あけ保少る入れ承　看式の後も　しとの

雛講譜轟噸灘雛謄鷲鶏奪騰蕊魏蘇膿

　　実　　　取化図を
五改施診四
騒正さ療
　幅れ報診
調曝て酬療こてがチ磯剤 いが報と引あ工
蓮資翼蝶擁糞
　　　れ改い年セ通の
二五
％％

平歯
均科
で二

月

日
か
ら

正

　　　　　でト現請　て導人費ト
りにる置こき意物さ医い入の適点医
組つ必いのな識給れ療為に一正検療
むい要たたQを付て費　よ割化に保

喬度プじ支
　もトて払
　積審適面
　極査正に
　的の化重
　に強を点

持でいの
つある適
こるが正
とた’化
にめ生は
よ患活生
る者保活
効自護保
果身で護
はがはに
期コ十も
待ス害I要

　　　　　　　確にのの記貴道
　　　　　ミ保取実把報　府
　　　　　　　に組施渥告都県
　　　　　レ 努桑状　を道本
る負対よ険セ め　況②も府庁
医担策るでプ玉入の個と県へ

毅羅鎚肇難疑箸
適畑モサ費査とのに時看あ護
正受 イ通のと適つに護っ給
化益被ド知強す切いおのて付
が者保でや化るなてけ給嫉状
行負険のレ　　　処積る付　況
わ担者医セ　　　遇極看状①の
れの本療プ　　　の的護況前報
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断護改
にの正
関決1藁
す定
る実審
都施議
道に会
府あを
県た医
知つ療
事て扶
のの助

医そ　れてて目入と
学の今て精設的院い医
的他回き神置に医覧療事
判保の荏病さ都療　　　　　扶項医

の劃道の）助の療

鋸雛謹欝
弼桑事運和一　審
判　の営こ以　 議

定審附を十下　 会

等議属図九r　　の
が事機る年審審追　項　関　こ　結　議　　　　　言義

加ととと核会
さししをの一

　てい学餌るに病　場あ　り課のと諮
こいこ・　こ八をそ合た第で長でし問
うる骸医さと割理れがつ一あ問あ一に
しこ　療らかの由は増て点灸答る
たと臨技にら置と生加医嫉
生な床術外も帯し活し学
活どのの的明がて保て的生
保が分面なら医い護きな活
護あ野で要か療るのた判保
のげもそ因で扶こ開こ断護
内ら専のとあ助と1始とをの
外れ門進しるを　ので必決
をよ的歩てと受ま七あ要定
とゑにが曝言け欺害I資と実
り　な著　えて　が　す施
ま　つし医るい現傷　るに

らい　あ審し定　て複　が本中定をく

1騨難灘奎舞灘擁／…
要導例
すにと
るつし
もいて
のて　’
を医療
課学養
長的指
問見導
答地あ
でかる

とを医
し行療医
荏い扶療
　　助扶

1難繕i

撃1鐵　
　　　　鍛
。）カごそ碧鐵

講鷲嚢難

　　　　灘

改にた都る家なiは事映断で
正諮つ道ののケス的務しし
す問て府は意1も確所てそ医
るでの県審見スあなあいれ療
こき医知議をにる判るくをに
とる学事会求つと断いと生関
とこ的はでめい思をはし活連
しと判保あるてわ下都た保す
たと断護る場されす道場護る
の駿にの　とら喬こ府令の事
で関決しにと県決項

　　　にもるえた法に　性こにあみ　る　示
　　モ工各もても等おな化と機るる各たもし
追本　 夫々の審のをけ歳をか能な農都めう純
加庁福をので議で直る　図らしく　道で一
　に祉こ実あ会はち従今る審て　一府あ点

　協のがた道活時べ審はた見がはれ会　会
議都望審府用代き議’の直見必ての
事道ま議県しのこ会各で㎏受ずい開
項府れ会によ要との都あ　けしな催
の県喬のおう請堂蓮道資そらもい状
　　　活いとに示営府　のれ有県況
　　　用てす応し方県　活る効がを
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予上の全　上げさ三
想げ医体こげにれ・
さ率療かのでよた三
れの費ら診あり薬彫
喬一にみ療る’価の
　　及た報と差基引
　二ぽも酬説し準き
　％すのの明引等上
　と影で引さきのげ
　な響あ上れ一二で
　らは戦げて・・
　な必　率い二一同
　いず医は灸彩％時
　こし療医　の引に
　とも扶療　引き実
　が引助費　き下施

正　らう長害例保
がこれ　期でえ険こ
及のる受化あばのの
ぼた点けしる入患こ
す顔かるてこ院者と
影　ら医い骸患と曝

1講鋪1羅
しもわに多は六活者
て診れはい診割保と
い療る相こ療が護他
る報　違と期精のの
と酬　が等間神場医
こ改　みかが障合療

の　　　　が今れろ
医医的耳肝後ぞで
療療活　 要のれあ
扶扶用医で医の咬
助助　療あ療医
運審　扶喬費療各

難助購慧領に　審　込の府
のつ　議　み実県
改い　 会　 を態に
正て　 の　 たをお
では　 効　 て精い
　　　果　 る査て
都今　　　こ侵も
道回　　　　と　そ

て会での　てて府
いを省改改もの県
ゑ効略正正諮医知
　果す（の間学事
　的る15趣で的は
　にカミペ旨き判保
　活　1犠る断護
　用今ジ　こにの
　し像）医と関決
　て　に療とす定
　行医述扶しる実
　く療べ助粍も施
　こ扶て運　のに
　と助い営　 にあ
　と審る要　つた
　し議の領　いつ



年と（種児受祉迫囲福　慈付ト袋つの少れ治　　　　　と犠義のし
十い以目童託法加に祉今　方マ）て判限を療医　　　屡し　が決た医
月究下　福報のさ醤法回（針用’い断度真材療の給　 丸都あ定こ療
か　r受祉酬規れっのの運及装人ゑでのに料扶一付治　 道る実と扶
ら）身託法の憲たζ改改営び貝工カミ承も必犠助部方療（府と施に助

新昭具関く基具体機体身のい頃収収る務鰻環示　 取にのをの断務事
た和のす補準の障能瞳体（5）を　尿農こ所　とし　扱係2行にに所項
に五基る装　種者障害障）改そ開（と長必して　 いるのうつ関でをス十準基具及貝者害の害　正の　採と限要てい　　　　（7）こいし保改
ト九一準のび　福が範者　し給ス尿なり最そる　　　　）とて疑護正

と身い’る等この給一と及収
も体て今場のと基付点はび尿
巣障給後合一が準で嘆異費器
　害付収で環でにき　 つ用及
手者申尿あときよる収たのび
帳手請器喬しなるの尿取取ス
を帳が及　てい補犠器扱扱卜
有のあび　そ場装　及いいマ
し有つス　れ合貝身びには用
て無たト　をでの障スな’装
いを場マ　真あ支法ト資次具
な確合用　につ給等マ　のの

認嫉装　必てをの用　点給　あで尿す門そ袋の味原らカミ料の工　のマ
す　具つ要　受補装まで付次資い収る受れとこで語れ　の医肛すで用
るまにまと治け装貝ず従方僕　う器こ便ぞ入ζ　はた身範療門なあ装
とずっりす療る具を第来針　　収はと器れ工　　　　　　　人ギス障囲扶受わ灸貝

尿’に一が膀）エリト法に助便ち　が

て補で袋嵩袋肛膀口注のた改四採　こ
い装あ）うと門胱一・基も正十尿　と
る具り一rが用のとス準ので一袋　に
解麺杢解鎧夢筋難と露
で準、当肛　便口思FI冗る材月人　も

）基のスうにでて1ミ害なるス額以を’ら限
に準でトこは　も　者舜がトに内例今隈度
照にもマと所こ特身手　）マよとに後度の
会該あ用に要の別障帳　は用るなとは額必
す当唆装なの特基法を　 ’装こ喬れ’は要
るす　具喬手別準等有　以具と　ば改設な
こる指が　続基ののす　下にが　月正け額
とか導新　き準途補る　につで　額前らと
が否に規　にをが装被　 よいき　でのれな
必かあに　つ必開具保　りてな　　人てつ

をた麺　い要かの護　取生い　七工いて　と補具
関つえこてとれ基者ま扱じ場な　肛ない従で装の第。
係てらの指すて準にずうる合韻一門かた来あ具費二
課はれ場導るいにつ身この（　0受つこは喬の用点
（特た食を場るおい体とで特こ○便たと最　基鎮嫉
係別も　行合のいて障とあにの円器がか少　準

に基収
よ本尿
る的器
額に及
以はび
内身ス
と障ト
な法マ
る等用
この装

るるし　　　にる導い
障てしな補し者
害手た喬装’に
に帳が　具身対
該の2当交～
し付

な鋸
いけ保
者る護
がこで
対とは
象が原
とで則
なきと

の障し
支法て
給等は
申のそ
請補の
を装交
行具付
わのに
せ基つ
る準い
こにて
とよ指

生との具承　こがいこら十肛と要道よ　要
省と必の認ころ異はとれ一門な最府り次で
にも要基にのでつ’等た年受喬少県難にあ
も咲性1準あたあて都か頃当便　限知い生ろ
協　　のためゑい道ら）時器し度事場活う
議疑妥取つ’
す義当扱て今
るが性いは後
よ生をを’の
うじ十参身都
にた分考障道
さ場にに法府
れ合検し等県
たに討ての知
憾はす給補事
　厚る付装の

る府’に（にかのの合保
向県福比治つし費承は護
きご祉べ療いな用認’に
がと事そ材てがをを福お
見に務の料みら給得祉い
受給所種のる’付た事て
け付ご類範と従でう務も
らの駁が囲’来きえ所こ
れ取　増に昭のるで長の
た扱あえ加和人こ’は額
といるたえ四工と必都に

一14一



導えや餌省十針　　　　つ定知日導
監た傑　社五等生景◇てのを付監昭
藷讐鹸酉総霧墓箋解

ぎ蟷碓羅　背燕蕪叢獲饗
指　る生三方　た設通五指灘／i

　てい理層院のの事な
病犠級由に外で者項実
状　　にあケあにの態
を必全稼る1為対第を

な害活か　護自　　　　重い述らう
霧・馴灘轟簾髪雛顯慧監ili
齢輔離魏霧罐盤礁嚢il
矯継鐘雛難雛鍵蓮講！萎i難i難
繍』鶴凝舗舞矯鮪特i鎌霧
暑纏環婁底羅灘讐霧
諜議魏餅　　麟前灘、繕灘

　　　　　　　　　　　　　　　　報護

奪暑蝶稼e禽雛こ霧霧欝襲，懸き

籍灘難羅繰隻響i懸ll

的要く働者ス
確に稼能でへ
に応働力あの
把じしをつ対
握検て十て応
し診い分’
’命な活と

をス中
みが心近
る著に年母
くし生　子
　く別離世
こ増母婚帯
れ加子のへ
らし世増の
のて帯加対
母いのに応
子る保伴
世Q護い
帯監受都
に査給市
対結ケ部
す果1を

す一ふ
るのま
指柱え
導と本
のし年
徹て度
底’の

難者な力な明
がのど活ど確
伴自が用のな
う立含がいど
が助ま不わ不
極長れ十ゆ正
めをて分る受
て図いな処給
重るる母遇の
要こが子困疑
なと’置難い

⇔れ織にい受るわ保　必保な　に養そ
　盗をまの　結れ護こ要護いま行指の

取この与くにすな
組と対えこはるケ
むな応ると’な1
姿くを影に社どス
勢福一響も会誤を
が祉担がな的つ放
強事当非りにた置
く務員常か批対し
要所のにね判応漫
請の判大なさが然
さ組断きいれ行と

あかで周果たをのがの場なう導結
げせ　囲を場継よあ停合　必を果
てるそに招合続うゑ廃に文要口に

止娃書が頭基
等　にあまづ
適所よゑたき
切要る　は就
なの指　文労
措手導　書指
置続指　に導
をき示　よま
講をに　りた
ず経従　強は
るてわ　力療

厚

生

省

社

会

局

監

査

指

導

課

指昭
導和特
監60集
査年
方度
針の
　　生

　　活

　　保

　　護
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　　会

　　福
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　　祉
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福
祉
手
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各れる　状数○度暴係　　　　要審必合の　助労母　導る導立の所る

訟歪鷲毅詔褄賦甥融離麓鑓錬響蒲鱒
る申応よに’請な帯よ十義十て問四援
　立じつつ前さどのう分務分お題分勲
　て家てい夫れに自ななのなら点のが
　を庭解てのてつ立実も履もずは一不
　す裁決嬉子いい助態の行り母’に十
　る判さ　にるて長に箋に　親自も分
　よ所せ当対　積をあがつ前に立達で

うにる事す
指調こ者る
導停と聞扶
すまとで養
るたし話義
必は’し務

極図る認い夫対更しあ
的るこめてのす生てる
なたとら調子る計お福
指めかれ責に就画q祉
導のらた対労が事援就’。指す指樹そ務

み受灸に等の十のに国正強事
れ給　及に無八よ取の受化項
ば件　ぶよ申年う組関給での

数　つ八申働昭朗積てよ対　　　　一止い招すは
か不て億告収和　極　る策重化冥層Rのくる極暴
ら正い円一入五こ的全不の点　　　努　で等国く力

極数
めは
て　’

僅全
か国
なの
数被
で傑
は護
あ者

不り貴度なん係事あ三
正全　に努で煮件る番
受国年お力いがの0目
給で金いにる不発暴は
が約　てもと正生力不
明八保もかこ受を団正

鰻舞鎌聾霧
な　無稼ずるにしに止

不力適’そ民少団
正し正このの数関

止な確事響頼もる
対ら保例がを’不
策なすを極失本正
のQる未めう制受
強た然て結度給　　めに大果に事
　　に防きを対例

灸た般組暴　で請
　対　み力しきさ

屡こが団かた眼
　れ不関しと
取ら＋係なこ周
組ケ分ケがろ

及査るい点セカ1際　りそ点さまのと不よ
びに　解藤雛講離薦機慈
藩当　り分審施眼医る要容の和なも給実

　　要もたでで指　のるびが題　点と　な防い力務ま題福　える事◇が連問のあ導なと力蒲策を以事しこし1止る所所荏が祉監でカ！
項監あけ題レるの霞お　眼定ふ上項ての　にこ↓が　あ事査大

眼た
点つ
　て
　の
　主
　眼

効検査に点療9及はで六生の防態
果討の当等機　び別あ十活で止を
的受結たは関　主表る年保あ対ふ
に　果つ昨に　なの。度護資策き
実関等て年対　改と主の運　のえ
施係では度す　正お眼監営　強第
す部把’とる　点り事査上　化三
る局握本同個　はで項方の　をの
必とし庁様別　次あ及針課　重柱

対と五年不っ務結き本
す等十々正た所果な制
るを八増受とがを影度
取勘年加給し不み響の
組案度（のて正るが適
みす一五発指受とあ正
はる六十生摘給’るな
十煮七七をさ防一
分　力年みれ止O
と不所度たて対形
は正）一福お策近
い受し四祉りにく
え給て六事’問の

D運
営
を

図
る

つ

重餐本　ツ指段し咳認か　ツげ把酸て保残　すの事なにの
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未区と灸てみ監　も用活に活
訪々の　　る査しのを動沿実訪
間でず問訪蕉結かで図のつ態問計
一あれ題問　果しある基た等調画
のる一点調一かな資た本指を査的
ケが’の査七らが　めで導的活な
】　’r内に％訪条
ス特訪容問の問
はに問曝題福調昭
年問目　が祉査和
々題的r認事活五
減な未計め務動十
少r達画ら所の八
は長成とれに状年
し期一実てお況度
て問等行いいをの

⇔視クて係命入て及このみ

にあ援確動訪
欠駿助に嫉問
く　を把　調
こ保行樫被萱
と護う㎏保活
ののた　護動
で適め処世の
き正の遇帯確
なな現方の保
い運業針生

　　　　　　　　　　状時でに
すい先保等いしく無るな況に　お
るる調険のる給　申骸苑一お新け
こか査会申こ付ま告　　をいたる
とざに歓請と内共が稼昨チてに調
をっよ　内な容　相働年工稼着糞
雍わミぞ難蕃縫潅幾魏蟹指

鎌縫轄離鋲霧羅鰯
眼況に務　　　保達　給と用r状
慮を把所銀資多険し保のと等保況
にチ屋等貨醇様等て険内しの護の
加工さの　　化がい金容鷹指申な
えツれ関生収し普る等を　導請か

管嫉就す基等開　対eの障のの　　　　と況主続　重調れのを　のい
内　労るづに始稼す　推害者重こ　しモしと眼きこ要査て訪みま約る
の職指ケくよし働る稼進者の点のた　 て訪事rのな活い問る農五も
雇業導1積るた年指働の等い事主指個取問項計た要動る調と　％の
羅窮禰舗鞭蒲勝舞遡呈轟璃瞳饗灘歪羅

　←う

把
　一　第
る　’指一

握資 事保導 主
産 実謹監裡
■把の査祉 眼

収 握受　事
入 の給　務
等 徹要　所 事

の 底件　に
的 に　対 項

確
な

か　す
か　　る

（I MI
L野　の ⇔ 日四 脚 （1　口 1→　三 （

lLo

口 に1 の二 ）　←1一
に て わ い れ　　い い　収　聖 先 て さ　か るた ま て

法1「1把資い開れ保瀾
の立鋤漿る始て護i始
権更さ『カ1以い1購
利生れ収　前る請に

る扶
力：養

　義
　務

てこる祉る年入稼
いれカ1会力塗の働
るら　保
かに　険

　把収
保握入 適容

調申い収れ収
査告る入て入
は内か巾い申

。告る告

自収稼

入働
申収
告入

かは
ゆ借

　用
　し

た
自
動

資い資資
産る産産
活力1の等
用　　申の

　計て入
義画い等 生

のな時お
　　に け

者
の

o伴　事
っ　務

険状以
金況外

切に
に不 及

書な轡
　　及

書の
及把

て
い

車
の

に　告把
つ　　内握

務及る申 活 おる 扶 収　　所
竺
寸
　
　
　

〔
行審 び び ぴ握 る 呆 い　容状 着

はびか請 歴 い調 養 入 の　年 わが
o島
繭1 給 給状 場 有 て　は況

r調処　ロ内
八

て査 能 申　保 受　金 れあ 与 与 与況 ム
ロ を 指　関

知遇　谷 職 稼指 力 告　　険 給 てる 証 証 証 の言認 導　係
徹方　　は 歴 働尊 に 圭　　含

口 資　保 い場
1男 明 明 指 め・ 先

r藍針　　関 能 等 つ の　　社 格　険 る合 書 書 書 導 ら 指　調
限

さは　係 病 力 の い 提　　等 の　金 かの の の は れ示　査
れ適　先 歴 の 状 て 出　関 有 o勤 内 提 ｛

疋 指 な は　等
て切　　調 等 活 況 1『

に　係 無　補 務 容 出 期 示い 適　　に

いに　査 ） 用 分 つ　先 が　償 先 審 に 的 は 者 切　　よ 点
る樹　等 は 等 な い　　　へ 的　金 鳶 つ に 適 か に　　り

か立　　に 的 の 調 て　　の 確 税 は い 提 切 自行　的
ゆさ　　よ 確 指 査 週　　確 仕 務 適 て 出 に 動 わ　確

れ　　つ に 導 か 切 把　送 官 切 適 さ 行一車 れ　　に
て　て1 把 が 行 ［こ　　は 握　　り 署 に 切 れ わ を て　把
い　客 才屋 E わ 指　　さ さ　等 等 石 に て 才 所 い　握
る　　観 さ 分 れ 導　れ れ　　） 関 わ 指 い て 有 る　　さ

か　　的 れ 行 て さ　　て て　　の 係 れ 導 る い ま な　れ

別
衷

都
道
府
県

　指
　嘉

　衷

　誓

　誓

　垂

　夢

　猛
一別

嬬
繁主
匪輩

整裏

追薯

累賢
分
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立るに保を合に
更よ対育図に母
生うし所る犠子
計指て等と　世
画導はをと他帯
をす’利も法か
明るそ用に他ら
確とのす’施保
にと能れ傷策護
しも力ば病の申
　にを就も積請
保’十労な極が
護世分可く的あ

帯活能幼なつ　とかのを1を用　導仁）をるい理　の示理書動指ス導し
の用な児活たとしど活ふス積が母’　ふ指者由こ措に由にを導にに’
自す者も用場く粍う用まも極不子援母ま導’にの置従がよ行しよ当こ

カミにえ少的十世助子え援全稼よをわなりわてつたれ
　つ母なに分帯の世た助く働う講ない適なもてるら
ない子く行なの推帯着の稼能にずいに切い’は必を
どて世なわもな進等眼徹働力本る場もなケ真’要も
を十帯いなのか
チ分にロけもに
工指対前れあは
ツ導す述ばり稼
クさるのな’働
すれ稼重ら就能
るて働点な労力
こい能事い指の
とる力項ケ導活

の点底しを蕉必合か指1剣就がと
ケとにて十度要はか示スに労あに
1しっい分はが’わをに就する個
ス粍いな活’あ保ら行つ労る0別
に　てい用特ろ護式いい又よまケ
対重者しにうの　てはうた1す　点にて傷口停文正は求口’ス
る　事対い病　廃書当’職頭ケの
指　項すなを　止指な文活で1指

組す件スも態入度いさいもて②受帯訪取　　　　慮な積嫉イ
むるの診とに　新るれ者qい傷給の問扱監すミがど極　キま
体等厳断につ過たもずに　る病要生がい査る　　必の的各ヤ欺
制福格会徹い去にの長つ⑤ケを件活な状結組暴要指活種ッ
を祉な議底ての着等期い傷1理が実さ況果織力で誉用のプ高
確事審等的　生眼が間て病ス宙把態れをか的団あにや福が齢

購難欝灘縫継顯1翻撃る灘羅
し織方保　と現　た護労阻渥保い資た①関強1　き者他1者
てを針護さの在①のを指害が護な産め長係化ス　 めか法スな
いあをのら連の資で継導要不をい等’期ケ　 に　 細ら他にど
るげ明受にけ生嘩・続が因十継も保そ間1　　対　 かの施つハ
級て確給ケい活　本し徹が分続q護の家ス　　　　な援策いン
　取に要1の実収年て底ななし　の琶庭の　　　　配助のてデ

る指開
9導始援以

助後
をに

灘
嚢
魏
鶏
獣

対
す
る

指
導

援

ll

母

子
世

等
の

助ケ
の「

推ス
進に

のケ1
推1

進ス
に

対
す

る

指
導
援

助

（→

稼
働
年
齢
層
の

者

の

る

し『
た1［司

指別
導ケ
『1

援ス
助の
の実
推 青
進に

即

箇

保
計
画
的

な
訪

問
話
動
の

確

o

年
金
等
の

他
法

他
施
策
の

活
用

に

つ

て

十
分

配

旭
さ

れ

て

（）の二
る

カ・重i虫ぢ虫

0度店居
障老老
害入人
者に・
等対重
にす度
対る障
す指害
る導者
指’等
導援に
『助対

援はす
助適る
は切指
適に導
切行’
にわ援
行れ助
わての
れい状
てる況
いか

ll

q　 llの1－1

れ庭
子て裁離世稼
供い判別帯働
のる所しの能
養力：へた自力
育　の夫立の
に　調の更活
つ　停子生用
い　又に計に
て　は対画つ
配　審すはい
慮　判る明て
さ　の扶確十
れ　申養に分
て　立義さ指
い　　　に務才し導

る　つのてさ
か　い履いれ
　て行るて
　のにかい
　指つ自る
　導い　か
　はて
　行一
　わ家

毎盤
子　る
世力1ま
帯　 た

に

対
す

る

指
導

援
助

の

状

況

れ

に

従
わ

な

場

の

措
置

は

適

切
に

行
わ

れ

口

稼
働

力
辱の

，活
用

を

図
る

た

め

の

指

導
指

示
は

徹
底
さ

れ

て

の　11二　　 1）

懇他纏煽舗し傷
的法的働労　把て1病
連　’に能援　 注屋い1を

携他行力助　さな 理

は施わの等　れい由
十策れ活に　て者に
分のて用よ　いに稼
行活い等る　 る対1動

わ用る自自　力：し能
れ聖
て職
い業
る安
力1定

所
そ

の

他
関
係
機
関
と

の

か立立
。を助

助長
長の
す推
る進
た状
め況
の

指
導

援
助
は

てカ
はを
『十

検分

命用
令し
等て
にい
よな
りい
病者
状全
がく

的稼

口　日一
に　リ
把稼的病稼
握働確状働
さ　有旨1こ1ま言旨

れ力把レカ
てを握セ及
い活さプぴ
る用れト就
かして検労
ロてい討阻
いる『害
なカ1嘱要
い　託因
者

の

就

労
阻

要
因
は

的

確

医の
協把
議握
’状

主況

医
訪

聞
等
に

よ

（11）　1叫の　⇔　1→二

問　 い　特
訪方不訪る世に訪訪
問法在問カニ帯長間問
結をカご目　　　の期活活

果変続的　状間動動
はえくは　況訪はの
ケるな達　変問概状
1等ど成　化しね況
ス適のさ
記切場れ　応い画
録な合て　じなど
頭対にい　たいお
に　応は　る　　　臨　ケ　リ

記推『か　時1実
録置不ロ　訪ス施
さが在　　問はさ
れとの　 はなれ
てら理　 適いて
いれ由　　切かい
るてを　に0る
カ：い聾　実力；

る認　施
かし　 さ

　　　れ
　訪　 て

口　口（→一
る

訪かケケ訪
間。ll問
計 スス計
画　のの画
は　訪実の
実　問態設
施　格に定
可　付即状
能　にし況
な　対た
も　応訪
の　し問
と　た格
な　訪付
つ　問と
て　計な
い　画つ
る　がて
か　作い
　成る
　さか
　れ。
　て

一18一



　　を係をし保続にカ1よ生な者組傷と補いが指果でめるを議困当②進円監ケチた護き従　う活Qに活病し足てな導に検複ケ申し難た保
　　査t工態のをわ⑤文の　つ動をて性はいを基診数1請てなつ護

にでやの政
行は活決を
わな動定円
れくの実滑
て　み施に
し、　福　1こ　カミ　運

な祉よ担営
け事つ当す
れ務て者る
ば所行のた

とわ個め　分実管　　　　りなスつ三あ第本見　い協機取調に本体
しれ人に生か一理こ進耳上適が保条る八来さまて力関組査つ年的不
てて的犠活れ’のの　　　げ用認護（に十法れ共チを及み活い度な正
組いな　保てr推主　 組穐状め費費も五第た　 工得び状動てに対受
織る判保護い実進眼織況らの用か条七場本ツて生渥に届お応給
的の断護行資施六事　　　　にれ返返か（十合年ク実命　よ出いとを

体　項
制r嬉の査

確察r保指計
一導画
の機的
三能な
つの訪
に充問

的
な
運
営
管
理
の
推

つる還還わ罰八の度す施保②る義てし未
いこを義ら則条借はるし険社生務もて然
てと免務嘆）（置特こた会会活履　前に
着か除）　を費状にと調社保実行①年防
眼祭しを安適用況不と査等喰態の資度止
点　て適易用のに正しのの　の徹嘩にす
と法い用にす徴つ受純状関税把庫　引る
しのる受第べ収い給　況係務握　収続た
て厳ケ　六きとてが　に先関等訪入いの
取格！か十で　　発　つの係の問等て具

H喚
進　進

計　，組

画　織
的　的
な　な
運　運
営　営
管　管
理．　理

の　の
推　推

哩
進

不
正

給

防
止

対
策
の

推

す
る

組
繊
的

対

応
の

強

化

暴
力

i調

関
係
ケ1
ス

に

対

ωのHミが　に　い
と事さ事る・事事
ら業れ業な業業
れ計て計
て画い画　画画
いのるに　はの
る進な定運推
力1捗め営進

状　る　方状
況事　針況
が　業　に
定　の　即

期蓬し的　行　た

にに寒
聾必行晦　要　可
さ　な　能

頻実な　　施　も
必　方　の
要　法　と
な　が　な
措　明　つ
置　確　て

仁〕

運
営
上
の

問
題

，貞、

に

即

し
た

対
応

策
が

盛
り

込
ま
れ

て

る
カε

1一牒
力：

保運
護営
動方
向針
のの
推設
移定
及状
ぴ況
当
該
地

域

の

実
情
が

反

映
さ

れ

て

る

行

1）

讐鮭力蓬
土発　状　の

畢況奏
の

羅　最
選場　組

の

措
置

状
況

み
鏡1

に

つ

て

保
護

の

停
廃
止

等
の

惜

置
は

カ：陰

互

頂

薯
男

讐

濠
藻
護
を
継
続
し

て

な

ll

傷
病
等
の

就
労

阻

要
因

が

な

煮

組
活

動
等
反

社

的
石

←う

病

状
を
的
確
に

把

握
す
る

た

め

検

命

は

行
わ

れ

て

る

指
導

揖
示
の

徹
底
状

況

辮
盃

て

本
庁

の

協

議
が

積
極
的
に

行
わ

れ

て

llql口　の　←う

　が　徹
保関明ケ底資
護係確1さ崖
の機にスれ
開関さ診て収
韓と苑断いへ

の　会る
変連組議力こ過
更携織等　去
等は的での
の十に受　生
処分取給　活
分行組要　歴
のわん件
決れでの　現
定てい厳　在
にいる格　の
際るカ：な生
㎏カニ審活
　　査　実
対　 と　態
応　 指　の
が　 導　調
困　 方　鳶
難　 針　は

受
給
要
件
の

厳
格
な

調
査
審
査

の
状

況

　さ
暴　れ
力　て
団　い
関　る
係力：
ケ1
ス

の

把
握
状

況

㈲

モ

兄
弟
等
の

扶

養
義
務

者
か

ら

の

援
助
に

つ

て

十
分
指

導

列
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　　てな異力！に決そ⑤い長定ケ　の的の遇題犠　で入等題所定そな推六新い動　対裁の訪る等状1以で運体にを　まあ個が点と実のら
進たよし④すし都問ヵ1の況ス上あ営制当多担莚資人組是し施たな

医にうた担る’度調　幹’
療着配際当塾ケ査査ま部②実考
扶眼慮に地醤1察等燕職ケ情え

のの舜のがたく当
た確つ抱者い
め立てえ各わ
欠さ嬬て人ゆ
くれ　いでる

も織等処問一

に織正て上めい
周とのののにこ
知した運諸はと
徹てめ営問’は
底策の方題管当
さ定具鎖等内然
れさ体　をのな
る農的事ふ保こ
こ　な業ま護と
と担取計え動で
が当扱嘆　向あ
必者指　事　資
要個針問務決

クいる門け等き状い滉疑①的r況入況に　と扶めでい割う％被に
するも的でにか等る　義在事嘱一院一よ着し助本大るにちを保起保

六
惟

進医
療
扶
助

の

適
正

実
施
の

口

実
施
体
制
の

確
保

〔り

査

察
指

導
機
能
の

充
実

の

在

宅
患
者
加
算
等
各
種

給
付
の

要

否

判
定
を

要
す

る

も

の

を
本

四

下

記
事
項
に

て

疑
義
が

あ

る

場

の

本

庁
協

議
状
況

三　二　 ㈲1口1）の一
　　て　に　 切

璽　レ　い保行長長に病医
託　セ　る健わ期期行状療
医　プ　な所れ入入わは扶

婆あ医礁燈趨
精　整　　療る者者い医給
神備　機力：の等る訪者
科　　関入のカ：問に
業点　等院実等対
務検　関中態にす委　状　　係　及把　よる
託　況　　機　ぴ擾　リ指

医関退は的饗の　　　と　院適確
活　　の後確に援動　　　　 連　のに　把助
状　　　　携　指実　握の
況　　　　は　導施　さ状
　　　適　 さ　れ況

　　　切　援れ
　　　に　助て　指
　　　行 はい 導

　　　わ　適る　は
　　　れ切力：適

四　1｝1→三　二

特　ケ新現　査
殊　1伍業　察
勤　ス現員　指
務研業等　導
手究員に　員
当　会等対
の　等にす　現
支職対る　業
給場す研　員
状　内る修　の
況　研研の　適
　修修実　督
　はは施者
　適適状　の
　切切況　確
　にに　 保

　行行　 状

　わわ　 況

　れれ
　てて

　るる
　カ1カ1

査

察
指

導
員

現

業

貝
の

充
足
状

況

lr哺　〔J　l⇒　　H二
う れる些ケに地て同牟現行1訪ケ
配区い行　業わス問1
慮担る訪　員れの調ス
さ当な問　にて内査審
れ替　　　指い容等査
て時　導る審の及
い等　　　　な査処び
るに　　指　及遇助
力：お　 示ぴ経琶
け　　 し　現過
る　　た　業の指
ケ　　事　員記導
1　　項　に録等
ス　　の　対はの
処　　措　す’状
遇　　置　るそ況
が　　結助の
中　　果　言都・
断　　を　『度
さ　　確　指決
れ　　認　導裁
な　　し　はさ
い　　て　適れ
よ　　い　切『

1〕　1→一
て

訪い訪訪
問る問問

画
の

進
行
管
埋
は

適

切
に

行
わ

れ

て

る

か

画画
のの
作設
成定
にと
つそ
いの
て進
’行

適管
切理
なの
助状
言況

指
導
が

な
さ

れ

口

わ　た
れ会’
て議必
い結要
る果な
カ1等場

を合
踏に
まは
え幹

　辱部
具職
体員
的が
な出
取席
りし

組て
みい
がる
組な
織
的
に

行

〔→五

ケケ11
スス

断断

議議
等等
はの

ま

活

用

状
況

四

ケ1
ス

の

実
情
に

応
じ

た

処

遇

方
針

の

状
況
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特徹し1じ告　た職との　 ’果班に前た年てに”留年
別底　特さ監め員も理当一的の十年つ一は分r生意度
指 し着別せ査のにに事該般に編分度て回全か特活しの

の必点別点の方徹幹説所の必 こ果事こ所が・監なに推要が指を改法底部明を問要方れの務とにコr査らお

る的要適る改じせ自い　慮たを動施くに監監し実
よにに時ほ善める治てまし監事向にとつ査査て施穴施「
う行応報カミの全と体曝た効査前　当もい」”一は上十等

指
導
監
査
の

効
果
的
な
実

事◇
項指
な導
ど監
　査
　実
　施
　上
　の
　留
　意

実なのつげたを　図つ問事果所実指くと二
施改手ててこみ五ろ一題務的の施導’い割特
が善法嫉いとる十う　点所な実す　一う以別
必をや　るな嶺八と適のが方施る難般虞上指
要麺効過のど　年す正是一法水こ認指だを導
でえ果去でに自度る運正体等準と監導け囲監
あ鼠等二　よ立のも営改とにのに査監に途査
灸的を力本つ援特のと善なつ向よを査意に嫉
　に十年年て助別で実につい上り連と義ケ
　合分の度椙の指あ施努て畷を’動そが1単
　つ検特も当指導喬水め知　図対されあスに
　た討別実の導監　準る恵本る象せにる検全
　効陵指施効が査　のこを庁た福有続の討ケ
　果　導に果徹の　向としとめ祉機くでを1
　的必監当を底結　上にぼ福の事的特はすス
　な要査たあし果　をより祉効務に別なるの

　　第
適医る二
切療個
な扶別指
処助指定
」岨受導医

の給療
確者機
保に　関

対　に
す　対
る　す

者る院
日か聖
用ワ長
品　期

〔’1・l　l51　1 ql（1口ll二

わ　て
入れ長い診診医保医
院て期る療療師護療
患い入奄内録辱の扶

費
の

取

扱
は

適
切

に
そ1

わ

れ

て

る

か

外
未
患
者
に

対
す
る

療
養
指
導
は

適
切

に

行

容の君実助
か記護施受
ら械婦機給
み及等関者
実ぴ医とに

保療の対
医存従協す
療は事力る
要適者関適
否切」は∫系切

恵，に確はな

見行保円処
書わさ滑遇
はれれに確
適てて行保
切いい才）の

にるるれ状
記塊兜て況
載　 い

さ　 る

れ　 か

〔〕1）　ll一
る　 十

力：精診分生医
神療理活療
衛報解保扶
生酬さ護動
法のれ制に

　’請て度対
結求いのす
核はる趣る
予適力：旨理
防切
法に
等行
他わ
法れ
はて
適い
切る
にか
濡9
用

れ

て

及解
ぴの
医状
療1兄
扶
効

に

関
す

る

事

務
取

扱

が

か

口

9そ

の

他
医

一7＝

的
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を
要
す
る

も
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を

本

庁

協

議
し
て

る

簾
的

兄
地

か

トl
断

を
袈・

す

る

も

の

を
本

1う

協
議
し

て

脳
状協

聖
1
啖
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養て
状い

る
況か
か［

み

て

療
養
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導

就

脂

導
に
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に担約費れ業務たま祉入て　いこ所の施　　　　　に設
費分七犠ら務条めた施所も近盗で’う設昭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　係の昭
用を千　社省件入適設者’年　働利ち嫉和　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る入和
徴加五昭会力の所切のの年の　く用借　五　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指所六　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社収え百和福化整者な整二々厳　職定置約十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　導借十　躍禦、癬撫
等る億六祉が備処入備1多し　員員費四八　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難難li搬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　攣鱗灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福
と七公国営き営善のわし雑情　万六設所在
約百共費にての’確れて化の　人十はをの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　縢鍵福議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　祉一億団に要い近職保て’し下　に万約超社
兆円体おす喬代員をお社てに　及人二え会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麟雛羅五のいる化の図り会いおん’万’福千更負て経こ’勤る’福るい　でそカこ祉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　設

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入員に切が又諮の事え営ら　さ正の益社　億　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘鰯／等お等不はら開等ばのみしれな使々会急円
がいの十実れ催の法基るかて施命重福速と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所未て問獄態てが役人本くしい設を要祉な膨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　離糞羅憲…充曝題　とい低員運的　な灸運果の施高大　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　措星　点⑤遊な調構営事社が　営た度設齢な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　姥欝i　①が寄離いあ成関項会ら　をすとの化額
②寮み付’こるが係に福’　行た増果社に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　置夜母ら金④とい不につ祉最　うめした会達

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　墓1灘間等れの基’は適おい法近　こにてすのす　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関勤の喬取本⑤要司いて人の　とはきべ進る
務直　扱財定議　ての及監　が今てき展。
体接施い産款決②は問び査　強後お役に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　係制処設がのの事理’題施結　 く一り割伴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要通轟』圃巳罐
が遇関不管不項事①　設果　要層’はっ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　饗灘不職係適理備が会理例運か　請適そ’て

のし手施理融増止いもいりく＿跡の等適態管浴＋i灘馨

職璽出資領多ものば喰　の　多適生と社い部の害⑤不食所
員　しく金し額受内な　絶根国大正曝は会ての指事会十時者
を⑤　にたのけ容らそ対幹民のに　誠的　社摘故計分間処
妻施そ充も借ずをなのにをの迷運たにに不会が防経”遇
等設の当璽金増みしき発起ゆ信惑営と遺大祥福多止理④入（
親長債す　を築る　生しる頼をさえ憾き事祉Q対事給所健
族　務る②しくをと1　をてがをかれ一でな供法　策務与者康
関事返等法　名　　未はす損けて部あ問が人　が処規預診
係務還の人そ目①　然なもQるいのる題今及　不理程り断
者長にた及れに施　にらの　ばる施　となび　十がが金’
で等窮めびを金設　防なとひか多設不さおそ　分不実の入

　要営ゆ位な件法　が当闘置⑤②設資た及施理にりい監　複等収料占
以がのるの注を人従必分施　民新に　指ぴ設事共rは事不雑で書等め
上あ適角健意発及つ要の設④間規対特導施の会通ワ施機祥化あ等の’
のる正度全と生び冥で繰給施施入し嗅監設私証しン設能事しqに購そ
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況（2〉（1）（ミ　12〉定0）施藁（2）　　（1）π　　　　必止のの知意の実策道を
　　　身　の　状　設　　の判　　　　 第要に適事等す指施定府踏
　入琶体食税主況本）費入状定入収進収一が重正業のる導にさ県ま
　所帯障費額た　人　用所況に所容　 容・あ点化経遵と監当れ（え

者員害ののる
にの者国把扶
か最更庫握養
か低生負状義
る生援担況務
経活護決
費費施定
のの設の
算認）適
定定　正
の状　実
状況　施

者
の

定
及
ぴ

そ

の

収
入

額
及
び

必
要
経
費
の

認

徴借
収置
の後
適の
正実
実態
施把
（握
老の
人状
福況
祉

も時措
と及置
づびの
く措適
借置確
鷹後な
及に実
ぴお施
借け
置る
変要
更否

措福灸を’営守と査たた市’
置祉　お特基状も体つも）昭
等事　いに盤漢巣制てのが和
の務　藷辮②①霧誓都
適所　導融社関備都峻す年
正に　 監発　会係強道　る度
化お　 査生⑤福法化府指監に
のけ　にの施祉令に県導査お
推る　 努未設法及十（監方い
　　　め然運人ぴ分市査針て
　　　る防営等通配）のが都

を理行額下塞に指をるにを調指措き身しく切し設うれ　業のに借し　（5）
求がう並に　お導措の極把査導置　琶　なて入指ら指務訪お蟹冥福
め不必び税税いす置でめ握嫉すの入帯ま施　所導の導を問け費　祉世
ら適要に額務てる台　てk　る変所等な設要のす業監行調るの要事帯
れ切が必の担犠こ帳定重　入こ更者の　の借要る務査つ査入支措務の

鵬蓬難難羅誌鰹讐朧鶴露髪讐鞭鱒況

べ問襖ら係が別定　　（5）（2）て記いにの　（1）π
き顎　にに多な款理録　　い載なっ廃法　　適第
事　常地あ数関に事の理役るさいい止人定法正二
項ま時方る含係違等状事員箏れもて’の款人化・
がた理議者ま又背法況会の業ての
審’事会がれはし人
議理会議選て同て役
さ事に員任い種親員
れ会欠がさたの族の
てで席名れ険職関構
い審し目て　業係成
な轟て的い常にあを
い　いにた時属るみ
な議る選り取すいる
ぐ決等任’引るは駁
　すのささ関者特

　　　　　　新定とのの社
等構をいが所規毯事組推会
懸騒端嚢麟難進福
醐薯魏翻舗篁鑑
審
議
及
ぴ

議
事

こ実のきにれ状盤
ζ際でが伴て況の
　1こ　　　マヲ　う　し、　　　確

　行定わ変る　立
　わ款れ更事
　れにて等業

人
の
運
営

菟なの活ん曝食で
　事誤費ど　費
　務り及の厚の重
　処がび福生国点
　理指収祉省庫を
　を摘入事の負お
　行嚢碧蔀讐鐸讐

蒜舗頚駿
　つるにいと事す　指のつてな務る
　導でい’つにこ
　す’て最たおと
　る適’低はいロ
　こ正そ生とて⑤

て例のる規則い
適が取と程一て社
正み扱’がには会法
にらい工定則’福人
事れ　事めつr祉本
務る資契らて社法部
処の産約れ’会人会
理で管’て各福の計
が　理物い法祉経の
行経等品る人法理執
わ理に購がに人事行
れ規不入’お経務状
る程適’実い理処況
よに切寄態て規理
う従な付を経程に
強つ事金み理準っ

（1）理二となにで
適
正
な

計

経
理
の
執
行
と
資
産
管

　　　　（5）等方みな関　（4）る正りいン機不
D指つあ監　を’らし係理　こな’る化能適
摘いつ事監確理れにを事借と法活の’が切
等ててに事認事る資明会入。
が十はよのす会の金らの金
行分なる監るのでのか承の
わなら監査こ承　借に認状
れ監ず査のと認そ入しも況
る査’は実
よが理’施
う行事形状
指わの式況
導れ業的
す’務な
る必全も
こ要般の

Pののをた得
有借行契冥
無入つ約

　理て書ま
手由いのた
続’る作’
書相例成貸
類手がも借

人発で私形な
運な’物骸事
営理適化化例
が事正をしが
図会な許’多
らの理す理く
れ開事も事み
る催会と長ら
よをのと等れ
う行構もの’
指い成なワ理
導　につン事
す適よてマ会
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の第
適三
正’
化社
の会
推福
進祉
　施
　設
　の
　運
　営

くよい明分付　（4）適当法例て等厚と供わ生の理更嫉　（5）　（2）く
　うや確反予寄　正た人がい　生せしら大処すの　社　管　指
　厳しに映定付寄につ存みる法大式てズ臣分るう全会財理基導
　にく区さ者金付管て立らと人臣　い　の曝必えて福産の本す
　留も分賛のの金理はのれ思運のある実認　要厚基祉の状財る

医嘱みと㎏　別
師託ると　精養
の医煮さ入神護
配で　れ所的老
置対はて者状人
を応といの況ホ
促しんる医か1
進てど施学らム
㎏いの設管常等
　蜀施に理勤入

蕩畷鉾雛
なて非る分師の
医、常実行を身

常勤態う配体　状（4）図質化的握を　点多適國で他任公保
勤のをこ置胸特況　るのを知しは従が数切　きの者金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）（2〉（1）て
　　　　　　　　　　　　　　　　施務医よ向推講’じつ指のななる職で執職設施施施施施
師う上進　適頓て摘無施艇も務あ行員長設設設設設
の指にす経正　　さ資設　のとq等の嫉長長長長運
専導努る験な職施れ格運施での　施勤　のののの営
　す較とを運員設て施営設は兼そ設務適勤専資施管
兼る　と有営の利い設と長な務の運条切務・格設理
任こ運もす管考用ゑ長ながQ等課営件な状兼保運鉢
の菟営鰻る理え者　のつ兼　でせ全の入況任有営制
状水施が方個配て務そ片ら般整所のの管の
饗募宿嚢鐸あ導器繍涯噸装澆鍔竪
び向そのる十二のも碩もに責た多遇及状勤　上の専専分1　問Q　拘処務る額の　び　況
務　を資任門把ズ　題　不ら理は責の確　兼

必ら意適のの　催（9）（8）
要ゆを正で資適状
がるもにあ質正況職職
あ機つ処る’な
袴会て遇か勤入
　を果陵昏務所
　通た　　状者
　じさ分職況処
　資せ担員等遇
　質るさをにの
　のよれ公左確
　向うた正右保
　上研業　さは
　を修務かれ’
　図等を2る職
　るあ熱　も員

　　　　（ア）　（6）周てら尊込画　⑤整行旨とたにめ学
　　イァ　び　知犠な車ま嫉施　備ををしこ係’及
　　　　給運管徹　q　襖　設事促図十てとる昭び
員員俸給与用理底各　反　実運業進る分追に措和健

響豊醗欝実欝房雛講駄霧漢灸製
会足給実運　等る施進な意内あ実す常借舜規が医整
議状状態用　のこ方にけ見容る施る勤置　に変師備
等況況　状　整く法当れがが事状こ体費こ着更のす
の　　　況　備　等たば十盛業況く制のの眼さ配る
開　　　　　及　をつな分り計　　の執趣点れ置た

　（5）　（4〉

の　（　護
反入特嗜の夜
映所に好状間
状者複調況に
況の合糞
　二施
　1設献
　ズに立
　のお等
　把けの
　握る給
　と状食
　処況の
　遇）状
　へ　況

（5）状（2〉

お
け
る
お
む

つ
交
換
等
の

介

況 　（食　点　樹注お多
入特事入検避文意い数災
資に蒔所等難　をての害

健鯉齢藤野隷
康時生遇つの消必不者防
難翠難講菱警継
雛開糊あ噸課
生以設　る機緊防にか況
管降定　こ器密災はる
理）状　ζのな計細施
の　況　　定連画心設

（Dモ期梅ののに　⑯ζなるな養置こうて対常処
人研給土基と等　応勤遇監
事修与の準が恣特し職職査
管等の充　み意定て員員結
塁幾屋鞠羅鎌霧
行施　勤　喬人に咬え贋み
皐鞘鞭馨嚢藪鉾
暑黙讐鍵羅鰭窮建譲霧毒
導㎏向文員職つ昇を員る等
す上及員て給無にいの
る適を公ぴのいを視よ嫉直
こ正図正栄配る行しり　接
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経経導適の維　行し的護特りし認
理理す切基獲入つて条施別しため

（1）ミう其運準の遇一身者設し乖多いけ者施低入　命のら活　　（7）　（6）
　　指　営のでをと体療のた離数なる処設基浴しで基適上入（　 ヨ

規事るな本　所てい件設養て極らめツみのら’な
程務こ入で向者いる等の護い端れ’交ら基遵健が
ののキ所あ上処るなを献老灸にた褥換れ本守康亀

オ遇運準回かあ本切の所授事ンク
こムが営す数し喬でな二煮産業等ラ

あ処1の施収のブ
り遇ス身設入状活
　をに体の及況動
施行即的みぴ
設うし’）工
にこて精
与と’神
えが物的
ら施心状
れ設両況
た運面や
使営か生

賃
支
払
い
の

状
況

及
ぴ

リ
ノ＼

ビ

リ

ア1
シ

通に人
的あ本
経る部
費場’
に合診
つ等療
いに所
てお’
はけ施
　る設
そ光等

熱が　く認のなのあ工　らさこ会福強事にる
水同まみ識公し見る事しれれれ福祉く務お極公
料一荏らが正に積い契かつてに祉法求にいめ費剰
等建　れ不さ安書は麹しつい則法人め関ててを余
共物法る十に易の請　なあるつ人立らしは公主金

（6）況（5）

分欠に徴書物がる屡た経のれて’共たの
で噴取収の品う点　経理施ても当性る発
あ　引に作購睡は近理規設い　然の財生

　　　（4）

　の闘　計
預状に施聞本
貯況お設に部
金
利

、息

等
運
用
収
入
の

使
途
状

（5）状（2）

　況

け会お会
る計け計
貸とる’
借本会特
又部計別
は会所会
繰計属計
入等区及
　会分び
繰計の施
出相状設
し互況会

伝
繭

帳

簿

証
拠
書
類
の

整
備
の

社合

福
祉
法
人
の

基
本
財
産
で
あ
る

土

（1）と項　四正ら給　よそいそ　　（ア〉したみ入施余用
　とを昭　に受又まうののの入遺　く適られ設金収更
土す重和不行領は共指管で額所留入指正れる会を入嗅
些る点六祥わの引　導理　が者金所導なるな計本を
建
物
の

登
記
簿
謄
本
と

の

突

事十事れ証き本す又特多の品者す経のどの部得本
項年等るし渡人るはに額預の預る理での運会る部
と度宋よをす支こ処事にり取りこ事　極用計た会
しに然う取場給く理故の金扱金く務経め収にめ計
たお防指る合金
のい止導等に及
でて対す事はぴ
詳構策る務必預
説　のこ処ずり
す特確ζ翼本金
るに立　が人を
こ本　　適か支

が防ぽ及い’
適止るびの本
切の例遺状人
に観が留況支
行点少金　給
わかな品　金
れらくは　及
る’な’　ぴ

が理て入貸にに
行規不を付’お
わ程適本侵施け
れ準切部　設る
る則な会あ会資
よに事計る計金
う則例にいのの
厳つが繰は剰運

るです計の
o処べ’便
理き施途
しと設に
てこ会応
いろ計じ
るをにて
な安明’
ど易確本
のにに部
間施区会
題設分計
が会し’
み計て特
らの経別
れみ理会

生に調い　（4〉算明銀　　（5）をじを事をに　　　（2）実にを基問すい事地
じも達て社　表書行各令　確て十が横よ架税合　態応行本題るで会’
た拘を　会手等及預年　現認関分み領り空　（職をじう財とこ処の建
施ら行手福形とぴ金度確金す係把ら又措職社出員確てよ産なと分承物
設ずう形祉のの貸高の認及る書握れは置員会勤の認関うにつ等又認を
整’この法振突借と決
備無と振人り今対銀算
費理亡まり及出　 照行時
等な認出ぴし確表の及
の資めし施の認あ発ぴ
借金らに設有をる行指
入計れよの無行いす導
金画てり運　うはる監
　のい資営　こ月残査
返結な金に　と次高時
還果いのお　 o試証の

ぴこ類すた不費（保簿勤す係指つたにはや理
預餐のるの正を架険　務る醤導い事よ貸厚事
金
残

の

帳

簿
と

の
照

突とでに不空料給実こ類すて例q与生畏
合と　支当臨等与態くのるはが　あ大又
をも職出に時の台と
行嗅員す取職確帳関
いのる得員認係そ必勤等しを）源害
の要務の’含　泉類
実な実不こむ　所の
態応態祥れ」　得突

突と常み不る臣は
含とにら祥いの施
をも適れ事は認設
行に正る件担可長
い’なのと保を等
そ必管でしに得が
の要理’て供な理
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を都に
踏道つ福
ま府い祉
え県て手
　には当
昭お’支
和けこ給
六るれ事
十監ま務
年査でに
度結の係
に果厚る
実の生指
施問省導
す題及監
る点び査

　の指
「よ導
　う監
障に査
宙定の
程め主
度た眼
　と事認こ項
建ろ及
のでび
適あ着
正る眼
化　。点
　　を
　　次

福

祉

手

当

支

給

事

務

関

係

　　　　　　←）
障当あ給　認
害認り資障定診
要定’格害に断
件診認の程つ書
に断定基度いに
該書に礎のてよ
当に当的認
すよた要定
るりつ件は
か法てに’
否別は係福
か表’る祉
を第福も手
判二祉の当
定の手で受

る
障
害
程
度
の

適
正
な

行託を　で害す
う医必まは者る
はの要たそ手も
か意と’の帳の
　見す特省ので
実をるに略所あ
施求も医が持る
機めの学認者が
関’に的め等’
に適つ’ら一一
お正い専れ定級
いなて門てのの
て認は的い範身
認定’判資囲体
定を嘱断　内障

よ例不よい証　　　　　　（5）導合
うが正qはひいイ　ア積拠　すにま
書みに　トよわ　手　　書工るはた
類ら取整ンうゆ物続工請類事こ”
　れ得備ネ書る品等事書等　とそ手
現るし費ル類二’の契’と物9
物の又　会を重給妥約領の品
等では設社改帳食当の収突等
を　不備をざ簿材性入害合の
照会正費経んを料
合計支又由し作等
す帳出はすた成の
る簿し運る戦し購
ととて営な　た入
と証い費どあり方
もひるをにる’法

札等（契
状）契約
況　約状
及　書況
び　 ’及

契　合び
約　見証

（8）よ認で還たお非
　うす　 をたけ常算況
償指る職指較る勤定
還導と員摘　経職の
金すとのさ会験員対
のるも勤れ計年を象
財こに務て検数加と
源と’実い査をえな
内。適態る等誤たら
訳　正及例につりな
（　なびがよて’い
当　算履みり算他嘱
初定歴ら多定の託
予を等れ額し施医
定　行をるのて設等
寄う確の返いにの

避⑩がる借の
け会　行例料光措無
る計内わが等熱置
等責部れ少が水費
の任けるな施料対
内者んよく設’象
部と制うな会火外
け出体指い計災経
ん納制導のか保費
制職のすでら険で
組員確る’支料あ
織と立こ適出及る
をの状と正さび職
確兼況oなれ土員
立務　　支て地宿
すを　　出いの舎

の形
早の
急発
な行
回が
収発
等見
対さ
策れ
をた
指場

ζ手えよをど金
　形らり振も等

のれ’りなに
発る債出し充
行等権しに当
はの者資理す
絶事か金事る

付らの行設そ
われ建つ長の
せた物た等返
なのをこが還
いで差と手の
こ’押に形め

のくびをみ費せし　　　　　　　　（6〉うに
経確ら等ず’私の　こ’
理認れにに徴的状入く必
事する不施収契況所　要
務るの正設し約　者　な
をとで支長た等

馨愈難
つ適名どあ設入
指正簿のる会所
導な等不い計者
す収と樺はにを
る容現事飲計収
こ及員が食上容

の

私
的
契
約
及
び

超
過
収
容

場

は

取
引
先
の

確

認
を

行

（9）指及整分備事対q理
　導び備審計がす　又設等か付
措をそ後査画多る措は備）ら金

外
経
費

へ
の

支
出
の

有

置行のにすをく寄置ず資
費う財おる認み付費さ金
対こ源い必めら金のん借
象ζをて要るれの不な入

常もが際る強正た金
に借あにの要支め等
把入るこでを出’の
握金。れ’行’償償
しのまらまう入還還
’償たのず等所財計
所還’点施の者源画
要状施を設不等にが
の況設十整祥に窮無

の
’

借銀
入行
　か
法ら
人の
役借
員入
か’
ら施
の設
儀会
入計

努すの運十い　をてを施入ま＜　　（11）るるる査る
める実営分て以名指十設資ま　本制　こ内な 担と
ら等情を踏述上簿導分が格と加制度社と部ど当と
れ’を図まべ’等す理みのし入度へ会。の法者も
た効応るえて今にる解らなて資への福　体人に巣
し1果じた　き年よとされいい格の加祉　制及よ
　的必較社た度りと竺る職るが加入施　のびり必
　な要　会輝の確も　の員施あ入状設　整社諸要
　指な各福　指認に適でを設る状況職　備会帳に
　導事都祉こ導す’正’加が職況等員　に福簿応
　監項道施れ監るそな本入あ員にの退　つ祉等じ
　査を府設ら査この運制さるをっ確職　い施を随
　の適県のの方免加用度せ一未い認手　て設検時
　実宜（適諸針　入にのて方加て　当　指に査内
　施追市正点に　状つ趣い’入み　共　導おさ部
　に加）なをつ　況い旨る加のる　済　すけせ監
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あのて賎　もまらをる　⇔う施例該もの　当つ 箪 璋認　とと墜を
喬洩こ　このま式行有将　よ機が当の視ますて害害定こが等　行
　れれ有のが継　っ期来有う関認し等力突る乎旛者のれ必に都う
　のを期よあ続再時認に期指にめな　の　と当祉手状ま要よ道こ
　な常認う灸し認期定お認導対らい明和剛し支年帳況でとれ府と
　い時定な　て定がのい定すしれもらがえて給金ををの考　県が
　よチ対こ　手の経者てのるてるのか9嬬い要σ）所み各え適本困
　　　　　　当手過に再取必岐越をに　　る件受持る実資正庁難
　　　　　　を続しっ認扱要　　認手○視もの給あと施　なにな蕪蓬

すし簿防
る’をぐ
必再整た
要認備め
が定しに

支きてい定いが適こ定当三覚の障事る’機
給をいてをのあ正のし支以障が害実い2関
しとる　必状喬によて給上害あ程のは級に
てらに再要況　おうい要ででる度み1のお
いなも認と　　こなる件あ両　にを級身け
るい拘定す　　な実事にる眼　該もの体る

認協事
定議例
をさに
行せつ
うるい
ここて

得得がよけつに編’
の審ありらて当祉障
把査灸確れ処た手害
握　　　認る理つ当年方の　すのしての金
法適　るでて・受等
　正　 等　い資絵の
　化　　’年る格資受
　　　　的金例喪格給
　　　　確証も失喪権
　　　　に書数鰯失取
　　　　行の多月事得

敗鑓盤搬譜麺編曇擁薯磨縫雛響ぞ障藩
所所要に受誤理るお　知　受ため　　　　　　制にえ障入作定なし福害の障

るをよ給なの機認の給発求てぐ受支受　 等

こさう期ら受関あに資病者はたけ給給　　受
とせに間な給へるつ格年の’めらし者　　給
がるな中Q状のいいの月年公’れたに事
必等つに況照はてあ日金的受喬事対実要にた障　の会各曝る等制年給　例㎏　　の
でつ場害　把を公　こか度金資こが
あい合年　握行的請とらへ調格の依誤

い②拘払　る務　 唄で格あ当は風　に用会　力施はめくはq巖　口
る請亀い未もに監　　あを喬す満　なつ誤保なを機税にな所　近所

謄ずいれて　払と のた停合て所て認要る害適あ下携機的るのに指状
本になては　手手適り止昼い得は定での者用資町’関確指認は摘況
に支いい’当当正　とる制支にあで控で村郡にに樋定あ件
よ払もる①　に支化　 す受事限給当喬　除嫉　と部あ行がある数
りつqに随　関払　　　べ給例に要た　この　　ののつう少るもは
支て　も時　す事　　　き資が該件つ　れ適社　協実てたないの’

施定点齢給諸に
さすに　制点っ以
れる応個度をい上
る等じ々の十て’
よ’ての適分述六
う効適実正にぺ十
望果宜施な踏て年
む的監機運まき度
もな査関用えたの
の指項にを’が指
で導目お確福’導
あ監をけ保祉こ監
灸査追るす手れ査
　が加間る当ら方
　実設題た支の針

い施での二以支　あの正払てまの給
て機き請月降払なるででつい正岡順
も関る求支にうお。改なてる当居位
指ももに払支こ’　善いいもな者並
導あのよ期払と手　す実るq受のび
するをり分つと当　る施も　給檸に
るの全十にてさは　よ機の④者否手
必でく一ついれ各　う関等決でが当
要’行月いるて支　指も’裁な確受
が支つにて実い払　導見そをい認給
あ払て繰は施る月　す受の得者さ者
る期い上’機のの　るけ処なにれ死
　日なげ受関に初　必ら理い支な亡
　にい支給　中旬　要れ翻で払い当
　つ実給者一・卜旬に　がる適支っま時
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　　監監

　　指指
　　導導

　　生社
　　活会
　　保福
＿　護祉（
庶　監監　保
務　査査護
課本官官　課竹官
総　併　　総
務田任　務内
係章　　係憲
長　　　　長
｝博　　v正

更
生

課
予

算
係
長

庶
務

課三
揖
導友
係敬
長

〉太

　更
　生
　課
　課
（長
大補
臣佐
官併
房任
入

事

課佐
課
長藤
補文
佐
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課　　課総課監長立課　 長日生
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護　　保医　護　　政　護　　課　任理護　　計健　　　　局
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　　基　　保　　総
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老保長　　長　　長
人健
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理人　　設
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（人
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管
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課
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課
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